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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング（４）内に配置されたローター（３）の外周に打撃板（１１，２１）を有し
、投入される被破砕物を打撃して破砕し、かつ飛散した前記被破砕物を前記ケーシング（
４）に固定された反撥板（７）で破砕する衝撃式破砕機（２）において、
　前記ローター（３）のローター本体の外周に設けられ２つの凸部を有し前記凸部間が前
記打撃板（１１，２１）の挿入のための凹部をなす打撃板押さえ部（１５，２５）と、
　この打撃板押さえ部（１５，２５）に着脱自在に取り付け可能で、中央部に貫通穴（１
１ａ，２１ａ）を有し、前記被破砕物を打撃して破砕する打撃面が複数形成されている打
撃板（１１，２１）と、
　前記打撃板押さえ部（１５，２５）の中央部に設けられた押さえ部穴（１５ａ，２５ａ
）と、
　この押さえ部穴（１５ａ，２５ａ）と前記打撃板押さえ部（１５，２５）に挿入された
前記打撃板（１１，２１）の貫通穴（１１ａ，２１ａ）とを一致させた状態で挿通される
ピン体（１８，２８）と、
　前記打撃板押さえ部（１５，２５）の外側に各々設けられ前記打撃板（１１，２１）を
挟持して前記打撃板押さえ部（１５，２５）に固定される一対の保護部材（１７）とから
なり、
　所望の前記打撃面を、前記被破砕物を打撃して破砕する打撃位置に位置させて破砕動作
を行えるようにした



(2) JP 4499010 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された衝撃式破砕機の打撃板固定装置において、
　前記一対の保護部材は、前記ピン体の軸線方向の両端部で前記打撃板押さえ部を挟み前
記打撃板を固定する構成になっている
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項３】
　請求項１に記載された衝撃式破砕機の打撃板固定装置において、
　前記一対の保護部材は、前記ローター本体に着脱自在に固定される構成である
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項４】
　請求項１に記載された衝撃式破砕機の打撃板固定装置において、
　前記打撃板は、前記ローター本体が正転方向及び逆転方向に回転したとき、前記打撃面
を両側の面に有しているものであり、前記ローター本体の正転回転、逆転回転の両方向で
打撃動作可能な構成になっている
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項５】
　請求項１に記載された衝撃式破砕機の打撃面固定装置において、
　前記打撃板は、所定の角度毎に前記打撃面が形成されているものであり、
　前記打撃板を、前記貫通穴の中心線を中心とする回転方向の所定の角度位置に、位置決
めするための位置決め手段を備えている
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項６】
　請求項５に記載された衝撃式破砕機の打撃面固定装置において、
　前記打撃板は、９０度又は１８０度毎に前記打撃面が形成されているものであり、
　前記打撃板を、前記貫通穴の中心線を中心とする回転方向に９０度又は１８０度回転さ
せて位置決めし打撃動作可能になっている
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載された衝撃式破砕機の打撃面固定装置において、
　前記位置決め手段は、前記一対の保護部材の下端に設けられた下端凸部であり、
　前記一対の保護部材で前記打撃板を挟持したとき、前記打撃板の下面と前記下端凸部と
が当接して、前記打撃板を、前記貫通穴の中心線を中心とする回転方向に位置決めできる
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項８】
　請求項１に記載された衝撃式破砕機の打撃板固定装置において、
　前記打撃板は、板状の直方体形状のものであり、前記貫通穴の中心線を横切る方向を中
心として前記打撃面の向きを１８０度反転し、前記打撃板押さえ部に対し固定可能なもの
である
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【請求項９】
　請求項１から７のいずれか１項に記載された衝撃式破砕機の打撃板固定装置において、
　前記打撃板固定装置の設けられる衝撃式破砕機の前記反撥板は、前記ローター本体の回
転軸の中心及び前記被破砕物が投入される投入口の中心を含む平面に対して対称位置に配
置されている
　ことを特徴とする衝撃式破砕機の打撃板固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アスファルト混合塊、コンクリート、採石等を破砕するための衝撃式破砕機
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の打撃板固定装置に関する。更に詳しくは、打撃板とローターを保護する機能を有し、打
撃板を押えるようにして固定する衝撃式破砕機の打撃板固定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般に衝撃式破砕機と称されているものは、産業廃棄物、例えばコンクリート廃
材、アスファルト混合塊、土木建築用の骨材、又は採石等の被破砕物（被破砕材）を破砕
粉砕するためのものである。破砕された材料はリサイクル材等に再利用されている。この
衝撃式破砕機は、ケーシング内に複数の打撃板を半径方向に配置した水平軸を備えたロー
ターを回転させ、投入される被破砕物にケーシング内面に配置固定された反撥板との間で
衝撃を与え、破砕する構成になっている。
【０００３】
　ローターに取り付けられた打撃板は直接被破砕物と常に衝撃力を伴って接しているので
、使用時間の経過とともに先端部分が磨耗してくる。一般に一定時間経過すると打撃板の
先端部分はかなりすり減ってくるので、破砕効率が著しく低下する。このため打撃板を交
換している。この交換方法については種々の提案がなされているが、交換を全く不要にす
るものはない。
【０００４】
　打撃板は単品構成で交換時に常に新しい別の打撃板と交換するものや、打撃板が対称構
成になって両端部に破砕歯部を設けたものを交換時にはその打撃板を反転させ異なる部位
の破砕歯部を破砕側に取り付けるものなどがある。打撃板の固定方法については、通常ロ
ーターが一方向のみに回転する破砕機に適用される場合が多く、打撃板をローターの取り
付け部の片側から位置を定め、一方向の回転に対応して固定している（例えば、特許文献
１参照）。
【０００５】
　又、くさびにより支持体に押圧するように固定し、遠心力により半径方向にずれること
のないようにしている例もある。更に、衝撃板を縁開口部により形成されるローターディ
スクの部分片が周方向に且つ回転方向と逆の方向に側部から先細りになるように形成して
いる例もある（例えば、特許文献２参照）。いずれの例もローター側の固定部分は、一部
が剥き出しの状態で、被破砕物がこびりつき、打撃板の交換を困難にしている。
【特許文献１】特開２００１－１９０９７２号公報
【特許文献２】特開平１１－３１９６００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし従来の技術は、いずれも打撃板磨耗対策、打撃板及びローターの保護対策を完全
に施すものではない。打撃板の磨耗が進むと、打撃板の先端部分が減っているので、この
先端部分のローター回転半径は初期形状の回転半径に比べ小さくなっている。従って、打
撃板が磨耗すると打撃板先端部分の周速が低下し、打撃力が落ち破砕機としての破砕効率
が悪くなる。
【０００７】
　又、反撥板との隙間が大きくなるので、破砕能率も低下してしまう。このため被破砕物
の粒形や粒度に大きく関与することになる。このため、従来から破砕能力が落ちると、打
撃板そのものを取り外し新しいものに交換するか、又は同じ打撃板を反転させ、向きを変
えて未使用部の破砕歯部を外側に位置させ、取り付け直していた。打撃板は、高クロム鋳
鉄、高マンガン鋳鋼、クロムモリブデン鋳鋼等の材料でできており、硬度のある高価なも
のである。
【０００８】
　従って、無駄なく有効に使用される必要がある。打撃板は通常ローターに支持部材を介
して取り付けられる。しかし、この支持部材は複数に分割されたり、くさび形状であった
り等、複雑な形状を有している。又、この支持部材を取り付ける関係でローター側も複雑
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な形状になっている。支持部材の形状によってはローターの取り付け部分が薄くなって剛
性上問題になることもある。更に、支持部材を分割して取り付けるような場合は、打撃板
との間に隙間が生じ、この隙間に被破砕物が食い込み打撃板の交換を困難にしている。
【０００９】
　この場合、特に反転させて使用される打撃板においては、ローターの内側に取り付けら
れた未使用の打撃面に損傷が加えられたり、又、ローター部も損傷を受けるような状態に
なっていた。このため、従来はローターホルダーに肉盛溶接等を施し剛性を確保するよう
なことが行なわれていたが、効率的とはいえなかった。これを解決する手段として、本出
願人は特許文献１に示すように、破砕効率を高め、能力低下を抑え、被破砕物の粒径や粒
度を一定にさせるようにし、又、ランニングコストを消滅し、取り替えの工数を少なくし
て打撃板を有効に使用できる取り付け装置を提案した。
【００１０】
　しかし、この提案したものは部分的には打撃板及びローターを保護しそれなりの効果を
有するものではあったが、完全なものとはいえなかった。又、前述したように従来の固定
技術はローターの回転が一方向の場合が大半であって、ローターが正転、逆転して打撃を
施すような場合に対応して、簡素で有効な固定技術は確立されていない。
【００１１】
　本発明は、このような従来の問題点を解決するために想起されたもので、下記の目的を
達成する。
　本発明の目的は、正転又は逆転のローター回転で打撃板に過剰な衝撃力が加わっても、
構成部材を損傷することなく未使用部分の打撃面とローターを保護し固定できるようにし
た衝撃式破砕機の打撃板固定装置を提供することにある。
　本発明の他の目的は、構成が簡素で複数の打撃面を有する打撃板の交換、所望の打撃面
の打撃位置への位置決めを容易にし低コストに構成された衝撃式破砕機の打撃板固定装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、前記目的を達成するために次の手段をとる。
　本発明１の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、ケーシング内に配置されたローターの外
周に打撃板を有し、投入される被破砕物を打撃して破砕し、かつ飛散した前記被破砕物を
前記ケーシングに固定された反撥板で破砕する衝撃式破砕機において、前記ローターのロ
ーター本体の外周に設けられ２つの凸部を有し前記凸部間が前記打撃板の挿入のための凹
部をなす打撃板押さえ部と、この打撃板押さえ部に着脱自在に取り付け可能で、中央部に
貫通穴を有し、前記被破砕物を打撃して破砕する打撃面が複数形成されている打撃板と、
前記打撃板押さえ部の中央部に設けられた押さえ部穴と、この押さえ部穴と前記打撃板押
さえ部に挿入された前記打撃板の貫通穴とを一致させた状態で挿通されるピン体と、前記
打撃板押さえ部の外側に各々設けられ前記打撃板を挟持して前記打撃板押さえ部に固定さ
れる一対の保護部材とからなり、所望の前記打撃面を、前記被破砕物を打撃して破砕する
打撃位置に位置させて破砕動作を行えるようにしたことを特徴とする。
【００１３】
　本発明２の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明１において、
　前記一対の保護部材は、前記ピン体の軸線方向の両端部で前記打撃板押さえ部を挟み前
記打撃板を固定する構成になっていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明３の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明１において、
　前記一対の保護部材は、前記ローター本体に着脱自在に固定される構成であることを特
徴とする。
【００１５】
　本発明４の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明１において、
　前記打撃板は、前記ローター本体が正転方向及び逆転方向に回転したとき、前記打撃面
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を両側の面に有しているものであり、前記ローター本体の正転回転、逆転回転の両方向で
打撃動作可能な構成になっていることを特徴とする。
【００１６】
　本発明５の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明１において、
　前記打撃板は、所定の角度毎に前記打撃面が形成されているものであり、前記打撃板を
、前記貫通穴の中心線を中心とする回転方向の所定の角度位置に、位置決めするための位
置決め手段を備えていることを特徴とする。
【００１７】
　本発明６の衝撃式破砕機の打撃面固定装置は、本発明５において、
　前記打撃板は、９０度又は１８０度毎に前記打撃面が形成されているものであり、前記
打撃板を、前記貫通穴の中心線を中心とする回転方向に９０度又は１８０度回転させて位
置決めし打撃動作可能になっていることを特徴とする。
【００１８】
　本発明７の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明５又は６において、
　前記位置決め手段は、前記一対の保護部材の下端に設けられた下端凸部であり、前記一
対の保護部材で前記打撃板を挟持したとき、前記打撃板の下面と前記下端凸部とが当接し
て、前記打撃板を、前記貫通穴の中心線を中心とする回転方向に位置決めできることを特
徴とする。
【００１９】
　本発明８の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明１において、
　前記打撃板は、板状の直方体であり、前記貫通穴の中心線を横切る方向を中心として前
記打撃面の向きを１８０度反転し、前記打撃板押さえ部に対し固定可能なものであること
を特徴とする。
【００２０】
　本発明９の衝撃式破砕機の打撃板固定装置は、本発明１から７において、
　前記打撃板固定装置の設けられる衝撃式破砕機の前記反撥板は、前記ローター本体の回
転軸の中心及び前記被破砕物が投入される投入口を含む平面に対して対称位置に配置され
ていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、ローターの正転方向及び逆転方向に回転させ行う打撃に対して、打撃可能に
対応できる簡素な構成の打撃板の固定装置にすることができた。又、打撃板をピン体の軸
線を中心とする回転方向に回転可能な構成にし、複数の打撃面のうち、所望の打撃面を打
撃位置に位置決めできる構成にすることができた。すなわち、複数の打撃面を有する打撃
板において、所望の打撃面を打撃位置に位置させ、摩耗等が生じたら他の打撃面を打撃位
置に位置させることにより、同一の打撃板で長時間の破砕動作を可能とした。
【００２２】
　更に、打撃板の保護部材を設けることにより、固定部分に被破砕物（被破砕材）が食い
込むことなく、打撃板とローターを保護することができるようになった。特にまだ打撃動
作を行っていない未使用の打撃面が、保護部材から剥き出しの状態にならないので確実に
保護することができる。又、打撃板の交換性の作業性がよくなった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は、本発明の打撃板固定装置１を適用した衝撃式破砕機２の全体構成を示し、ロー
ター３の軸線と直角方向に切断した断面図である。図２は、本発明の衝撃式破砕機の打撃
板固定装置の固定状態を示す部分外観図である。図３は、衝撃式破砕機の打撃板固定装置
の部品展開を示す部品分解図である。図４は、本発明の他の実施の形態を示す図であり、
衝撃式破砕機の打撃板固定装置の部品展開を示す部品分解図、図５は、本発明の更に他の
実施の形態を示す図であり、衝撃式破砕機の打撃板固定装置の部品展開を示す部品分解図
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である。
【００２４】
　ケーシング４は上部に開口穴を有し、被破砕物（被破砕材）の投入口５となっている。
又、前記ローター３の下部には被破砕物の破砕された残材を排出する排出口６が配置され
ている。ケーシング４は左右対称の形状をなし、内部に複数の反撥板７が取り付けられて
いる。この反撥板７は、ケーシング４の上部に配置された上部反撥板７ａとケーシング４
の下部に配置された下部反撥板７ｂとで構成されている。この反撥板７には複数のライナ
ー８が取り付けられ固定されている。
【００２５】
　この反撥板７は各々位置調整ができるようになっている。即ち、上部反撥板７ａは上部
支軸９ａを中心に回転可能であり、反撥板支持部１０ａをケーシング４に設けられたボル
ト等を介してローター３側に押し引きすることにより、ローター３に固定される打撃板１
１と上部反撥板７ａのライナー８との隙間を調整する。同様に、下部反撥板７ｂは下部支
軸９ｂを中心に回転可能であり、反撥板支持部１０ｂをケーシング４に設けられたボルト
等を介してローター３側に押し引きすることにより、ローター３に固定される打撃板１１
と下部反撥板７ｂのライナー８との隙間を調整する。
【００２６】
　この構成はローター３を挟んで対称位置にある反対側のケーシング４も同様の構造であ
る。反撥板７のライナー８は、複数並べて取り付けられるが、破砕効果を高めるため相互
に凹凸状態になっている。更に、このケーシング４はメンテナンスのために、支軸１２を
中心にケーシング４の半分を二点鎖線で示すように回転させ、内部を開放する状態にする
ことが可能である。これは相対する反対側のケーシング４も同様であるので、中央部が広
く開放されメンテナンスがし易い構成となる。
【００２７】
　ライナー８が個々に着脱できる構造になっているので、磨耗したライナー８を個々に交
換することができる。又、後述する打撃板固定装置１の作業もスムースに行うことができ
る。ケーシング４はコンベア（図示せず）等の上部に設置されると、破砕された被破砕物
は排出口６からコンベア上に落下しそのまま搬出される。前述したローター３は複数のロ
ーターディスク１３が軸線に沿って重ね合わされた構成になっており、中心部にはロータ
ー軸１４が設けられ、このローター軸１４にはケーシング４の外部に配置されたプーリ（
図示せず）が連結固定されている。このプーリと、モータ（図示せず）側のプーリ（図示
せず）との間にはベルトが設けられプーリ・ベルト伝達機構を構成している。
【００２８】
　前記複数の隣接するローターディスク１３間には、各々複数の打撃板１１が狭持（把持
）され、この打撃板１１はローターディスク１３の外周に複数配置固定されている。本実
施の形態では、等角度間隔に、４個の打撃板１１が着脱自在に取り付けられている。ロー
ター３には、外周に凸状に２つの同形状の突起部、即ち、打撃板押さえ部１５が設けられ
ている。又この打撃板押さえ部１５の間は凹部１６を構成し、この凹部１６に打撃板１１
が挿入され装着される。
【００２９】
　打撃板１１は４個取り付けられるが、均等角度位置にローター軸１４線から放射方向線
に沿って対称的に設けられている。従って、この打撃板１１は、ローター軸１４の正転、
逆転のどちらの回転方向の打撃にも対応可能となっている。打撃板押さえ部１５の凹部１
６に装着された打撃板１１は、打撃板押さえ部１５に跨ってローター３に支持されたロー
ター保護ライナー（保護部材）１７により押えられる。このローター保護ライナー１７は
２つで１セットを構成し、２つの突起部を有する打撃板押さえ部１５を挟む状態で打撃板
１１を押圧し打撃板押さえ部１５にボルト１７ａを介して固定される。すなわち、ボルト
１７ａは、打撃板押さえ１５に形成されたねじ穴１５ｂにねじ込まれ、打撃板押さえ１５
に対してローター保護ライナー１７を固定している。また、ローター保護ライナー１７の
下端凸部１７ｂが打撃板１１の下面に当接し、打撃板１１の貫通穴（以下、穴という。）
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１１ａの中心線を中心とする回転方向の移動を規制している。言い換えると、打撃板１１
の穴１１ａにピン体１８が挿通された状態では、ピン体１８の軸線を中心とする回転方向
に打撃板１１の回り止めを行っている。
【００３０】
　又、打撃板１１には中央部に穴１１ａが設けられ、更に打撃板押さえ部１５にも穴（押
さえ部穴）１５ａが設けられている。打撃板１１が打撃板押さえ部１５に装着されたとき
、これらの穴１１ａ，１５ａは相互に一致する。これらの穴１１ａ，１５ａに対してピン
体１８が挿通され、打撃板１１はピン体１８を介して打撃板押さえ部１５に支持されるよ
うになっている。打撃板１１は複数の打撃面が形成されている。打撃板１１は、打撃面が
略正方形をした板状の直方体であるから、直方体の表裏面（正方形の打撃面）を正面視し
たときの上部側の面、下部側の面及び両側部側の面が打撃面として使用できる。すなわち
、図３に示した（イ）部、（ロ）部、（ハ）部、（ニ）部、（ホ）部、（へ）部、（ト）
部、（チ）部が打撃面として使用できる。このように、打撃板１１は、使用していた打撃
面が摩耗又は破損したとき、他の打撃面に回転させることにより再度破砕動作を行うこと
ができる。例えば、穴１１ａの中心線を中心とする回転方向に、打撃板１１を９０度、又
は、１８０度回転させることで破砕動作を継続することができる。
【００３１】
　なお、打撃板は、打撃面が略長方形をした板状の直方体（長方体）であってもよい。こ
の場合、打撃板１１は、例えば長方形の表裏面の長辺側の上部側の面、下部側の面が打撃
面として使用できる。そして、穴１１ａの中心線を中心とする回転方向に、打撃板１１を
１８０度回転させることで破砕動作を継続することができる。
　又、場合によっては、打撃板１１を穴１１ａの中心線を横切る方向を中心にして１８０
度反転させ、摩耗等していない打撃面を打撃位置に位置させて破砕動作を継続してもよい
。
【００３２】
　打撃板１１は、ピン体１８、打撃板押さえ部１５によって中心部が位置決め支持されて
いるとともに、下面がローター保護ライナー１７の下端凸部１７ｂと当接して支持され、
打撃時にずれて外れることはない。また、ローター保護ライナー１７が取り付けられると
、ローターディスク１３と打撃板１１が被破砕物等から保護される構成となる。すなわち
、打撃板１１の打撃位置以外に位置している打撃面を被破砕物等から保護している。この
ような打撃板固定装置１を設けた構成の衝撃式破砕機２は、ローター３が回転すると、ケ
ーシング４の投入口５から投入された被破砕物を打撃板１１によって打撃を加え、その反
動で被破砕物はローター３の周囲に設けられケーシング４側の上部反撥板７ａに当たり粉
々に破砕される。
【００３３】
　粉々にされた被破砕物の一部はさらに次に配置されている下部反撥板７ｂに当たり、更
に細かい被破砕物となり下方に落下し排出口６から排出される。回転する打撃板１１と反
撥板７のライナー８との隙間は、ケーシング４に取り付けられたボルト等により、出し入
れが調整される。上部反撥板７ａにおいては、その隙間は徐々に小さくなるように構成さ
れているが、下部反撥板７ｂにおいては、その隙間は上部反撥板７ａにおける隙間よりは
小さく設定されている。破砕過程で打撃板１１が磨耗又は破損すると、交換の必要が生じ
る。この場合、前述のようにケーシング４を開いて開放した後、ローター保護ライナー１
７を取り外す。次にピン体１８を抜けば打撃板１１を打撃板押さえ部１５から簡単に取り
外せる。未使用の打撃面を有している場合には、ピン体１８を抜かずに打撃板を例えば９
０度回転させ、前述の逆の順序で固定する。また、ピン体１８を抜いて、打撃板１１の打
撃面の向きを１８０度反転させた後、ピン体１８の挿通、ローター保護ライナー１７の取
り付けを行い固定してもよい。
【００３４】
　図４に従って、本発明の他の実施の形態の説明を行う。なお、この他の実施の形態の説
明では、前述した実施の形態と同一の部位には、同一の符号を付与し詳細な説明は省略す
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る。前記した実施の形態の説明では、ピン体１８を側面視が円形の円筒状のものであった
が、この他の実施の形態では、ピン体を側面視（断面）で４角形状の角状ピン体２８とし
ている。また、打撃板２１には中央部に４角形状の角状穴（角状貫通穴）２１ａが設けら
れ、更に打撃板押さえ部２５にも４角形状も角状穴（角状押さえ部穴）２５ａが設けられ
ている。
【００３５】
　打撃板２１が打撃板押さえ部２５に装着されたとき、これらの角状穴２１ａ，２５ａは
相互に一致する。これらの角状穴２１ａ，２５ａに対して角状ピン体２８が挿通され、打
撃板２１は角状ピン体２８を介して打撃板押さえ部１５に支持されるようになっている。
また、角状ピン体２８によって、打撃板２１が角状ピン体２８の軸線を中心とする回転方
向に回転移動するのが規制されている。すなわち、ローター保護ライナー１７の下端凸部
１７ｂによる打撃板２１の回り止めに加え、角状ピン体２８でも回り止めを行っているの
で、打撃板２１を支持する剛性の向上が図られている。この形態では、仮に、打撃板２１
の摩耗等が大きく、ローター保護ライナー１７の下端凸部１７ｂで打撃板２１の回り止め
支持が困難な場合でも、角状ピン体２８で回り止め支持することが可能となっている。
【００３６】
　なお、この実施の形態の説明では、４角形状の角状ピン体で説明を行っているが、角状
ピン体は６角、８角などの他の多角形状のものであってもよい。その場合、打撃板、打撃
板押さえ部の角状穴も６角、８角など他の多角形状の角状穴とすればよく、角状ピン体と
角状穴とは、形状の角数を一致させる必要がある。又、ピン体と貫通穴、押さえ部穴は、
スプラインとスプライン穴、キーを有するピン体とキー溝を有する穴等であってもよい。
更に、この他の実施の形態では、打撃板２１を角状穴２１ａの中心線を中心とする回転方
向に回転させるときに、角状ピン体２８を一度抜いてから打撃板２１を回転させる必要が
生じる。
　なお、打撃板の回り止め支持は、角状ピン体と、打撃板及び打撃板押さえ部の角状穴の
みで行うもの等であってもよい。
【００３７】
　図５に従って、本発明の更に他の実施の形態の説明を行う。なお、この形態の説明でも
、前述した実施の形態と同一の部位には、同一の符号を付与し詳細な説明は省略する。
　図５に示すように、この形態では、ボルト２７ａの先端に係合部２７ｂを形成し、打撃
板２１にボルト２７ａの係合部２７ｂと係合するための係合穴２９を設けている。そして
、ボルト２７ａでローター保護ライナー１７を締め付け固定すると、ボルト２７ａの係合
部２７ｂと、打撃板２１の係合穴２９とが係合するようになっている。すなわち、この係
合で、打撃板２１の穴２１ａ（又は打撃板１１の穴１１ａ）の中心線を中心とする回転方
向の回り止め支持を行っているのである。
【００３８】
　なお、打撃板の回り止め支持は、打撃板の係合穴とボルトの係合部の係合のみで行うも
のであってもよい。又、打撃板の係合穴とボルトの係合部の係合で行うものと、角状ピン
体と、打撃板及び打撃板押さえ部の角状穴で行うものを組み合わせたものであってもよい
。
【００３９】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明は、この実施の形態に限定されない。
本発明の目的、趣旨を逸脱しない範囲内での変更が可能であることはいうまでもない。例
えば、メンテナンスのため、ケーシングをローター軸線方向を横切る方向に分割開放する
ようにしたが、ローター軸線方向側の壁面を開いて開放するようにしてもよい。又、ロー
ターに対する打撃板の取り付けは、４個としたが、この取り付け数に限定されないことは
いうまでもない。更に、打撃板の取り付けのためのピン体は１本でなく必要があれば２本
以上あってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
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【図１】図１は、本発明を適用した衝撃式破砕機の全体構成を示す断面図である。
【図２】図２は、衝撃式破砕機の打撃板固定装置の固定状態を示す部分外観図である。
【図３】図３は、衝撃式破砕機の打撃板固定装置の部品展開を示す部品分解図である。
【図４】図４は、本発明の衝撃式破砕機の他の実施の形態を示す図で、衝撃式破砕機の打
撃板固定装置の部品展開を示す部品分解図である。
【図５】図５は、本発明の衝撃式破砕機の更に他の実施の形態を示す図で、衝撃式破砕機
の打撃板固定装置の部品展開を示す部品分解図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１…打撃板固定装置
　２…衝撃式破砕機
　３…ローター
　４…ケーシング
　７…反撥板
　８…ライナー
１１，２１…打撃板
１１ａ…貫通穴
２１ａ…角状貫通穴
１３…ローターディスク
１５，２５…打撃板押さえ部
１５ａ…押さえ部穴
２５ａ…角状押さえ部穴
１７…ローター保護ライナー（保護部材）
１８…ピン体
２８…角状ピン体
【図１】

【図２】

【図３】
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